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7、「６款２項 林業費２目林業振興費、 

有害鳥獣対策について」  

（16 年 9 月 23 日） 

本９月議会におきまして、有害鳥獣対策の推進を求

める意見書が全会一致で可決をされまして、国に提出

されることとなりました。本市では、平成２１年には

甲府市鳥獣被害防止計画が策定をされ、平成２２年２

月には甲府市鳥獣対策協議会が設立をされ、年次的に

３回程度の協議会が開催されているということを承

知しています。 

その後、平成２４年には国でも衆議院農林水産委員

会で鳥獣による農林水産業等にかかわる被害の防止

のための特別措置についてが決議をされ、平成２５年

には本市でも活動支援のため新たに甲府市緊急捕獲

計画が策定をされ、被害状況や出没状況等の情報をも

とに、農業協同組合が中心に猟友会が従事して駆除を

行っていることを承知していますが、そこで、３点ほ

ど質問したいと思います。 
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まず、過去の甲府市内での被害については、平成２

５年度が１３．８トン、５４３万１，４６０円の被害

額、平成２６年度が少し減って１０．７トン、４６８

万５，７００円の被害額。 

これで、平成２７年度の被害状況についてをお答え

ください。 

◯桜林農政課長 

平成２７年度の有害鳥獣の被害状況でございます

が、７．２トン、３２２万２，７２０円となっており

ます。 

◯佐野委員 

この減っているというの、後でもちょっと質問させ

ていただくんですが、減っている理由は被害そのもの

がなくなったのか、あるいは、農業従事とされている、

これは中山間部の方々だと思うんですけれども、この

方々が離農してしまったので被害が少なくなってい

るか、これは両方、どちらかだというふうに思います。 

これにちょっと関連をしての質問なんですが、中山
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間地域等直接支払事業について、耕作放棄地の発生防

止を主目的に、水源涵養と減災に７集落への交付が行

われましたが、この具体的な事業の実施内容について

お示しください。 

◯桜林農政課長 

中山間地域等直接支払制度に関しましては、集落等

を中心に農用地を維持管理していくための取り決め

を締結し、それに従って農業生産活動等を行う場合に、

面積に応じて一定額を交付する仕組みとなっており

まして、これに要する具体的な活動としましては、農

機具の購入でありますとか、集落単位での水路、農道

維持管理等となっております。 

以上です。 

◯佐野委員 

離農されてしまうと、やはりいろいろな意味で大変

なことになったり、あるいは、ネガティブな項目も出

てくるかと思いますので、ぜひこの７集落へ交付が行

われたこのような事業については進めていっていた
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だきたいと思います。 

それでは、３点目です。本市の捕獲計画、鳥獣害に

係るこの捕獲計画においては、里山に生息するイノシ

シを捕獲し、限りなくゼロに近づけるというふうにし

ております。捕獲目標数については、平成２５年度か

ら平成２７年度までが同数の、イノシシは１３７頭、

それから、ニホンジカは７０頭としていますけれども、

平成２７年度に実際に捕獲された実数をお示しいた

だきたいと思います。また、直近３カ年の平均値もお

示しください。 

◯桜林農政課長 

平成２７年度に駆除として捕獲した頭数、イノシシ

７２頭、ハクビシン７頭でございます。シカについて

はございません。 

 以上です。 

◯佐野委員 

ありがとうございました。本市で立てました、いわ

ゆる鳥獣害、イノシシは特に被害をもたらすものであ
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りますので、当初目的でありますこの１３７頭につい

ては、この７２頭ということで、少ないというふうに

は思っていますけれども、平均値が出ていなかったん

ですが、そんなに頭数、は出ていないのかなというふ

うに、もしおわかりであれば平均値をお願いします。 

◯桜林農政課長 

大変申しわけありません。平均値にいたしましては、

３年間、平成２５年度、平成２６年度、平成２７年度

の平均で、イノシシ、シカ合わせて１０４．６頭とな

っております。 

 以上です。 

◯佐野委員  

合算ではなくて平均ですね。 

わかりました。ちょっとあまりよくわからないんで

すが、じゃあ、平成２５年度、平成２６年度が増えて

いって、平成２７年度が減ったんでそういう数字にな

ってきているんでしょうか。 
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◯小林農林振興室長 

済みません、有害鳥獣の捕獲につきましては、最初

に佐野委員からも林業費というようなお話もござい

ましたけれども、実は農政課で行っております有害鳥

獣駆除の関係と、林政のほうで行っております管理捕

獲の関係がございます。ざっくり申しますと、比較的

標高の高いところの山で行う管理捕獲と、人里近くへ

出てきて被害を及ぼす有害鳥獣を捕獲、駆除するとい

う形の２つの方法でもって駆除のほうをさせていた

だいておりまして、これらを合わせて、例えば、平成

２５年度は合計で２３３頭、平成２６年度が２４９頭、

平成２７年度が２７５頭ということの数字になって

おります。 

 以上です。 

◯佐野委員 

ありがとうございました。管理捕獲になるので、 

じゃあ、次に、管理捕獲体制についてお聞きをしたい

と思います。現在、平成２６年１０月、山梨県猟友会、
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それから、峡中地区猟友会などから、市内全域の猟友

会全員をこの鳥獣被害対策実施隊員に指定するよう

にということで、口頭による申し出があったことを承

知しておりますけれども、この平成２７年度中につい

て、これがどこまで進められたかお示しをください。 

◯桜林農政課長  

鳥獣害被害対策実施隊につきましては、平成２７年

度猟友会及び甲府市鳥獣害対策協議会等で協議を重

ねまして、平成２８年４月１日付で結成している次第

でございます。 

◯佐野委員  

平成２７年度中に検討されて、今年度から進むとい

うことで、ぜひ鳥獣害については、管理体制を敷くた

めにも、鳥獣被害対策実施隊員等は増えたほうが鳥獣

害駆除には重要だと思いますので、どうか進めていっ

ていただきたいと思います。 

最後にちょっと要望したいんですけれども、先ほど

ありましたように、被害額は減っている。しかし、基
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本的な形としては、頭数については、さっきあったよ

うに、２７５頭、イノシシについても７２頭というの

は、恐らく管理捕獲のほうだと思うんですが、この管

理捕獲をしているのと、例えば、ハンター的に奥山ま

で入ってとるのはまた別のものだというふうに思っ

ています。 

管理捕獲が基本的にはこの里山近くのものに対し

て、鳥獣害の被害を防止するにはこれが一番効果があ

ると思うんですけれども、全体の山の上まで行って撃

つというのはまた違う話なので、先ほどお示しがあっ

たように、７２頭というのがこの里山近辺で捕獲をさ

れて、鳥獣害被害に資する頭数だというふうに思って

おります。 

これは先ほどの被害額が減っているのと、頭数がそ

んなに多くとれていないという、この２つ、それから、

我々もよく甲府市防災行政用無線とか、甲府市防災防

犯メールマガジンとかあるんですけれども、やはり実

際に甲府市防災行政用無線でのイノシシなどの注意
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喚起の放送というのは、年々やはり多くなっている感

じがします。統計をとっていないんですが、この前危

機管理課に行った段階では、やはり年々何件かは増え

ているということは、里山からこちら側、人間の住む

側におりてくるということですので、先ほどあったよ

うに、管理捕獲をやはり徹底しなきゃいけないという

ふうに思っています。 

この管理捕獲をされる、先ほど言いました鳥獣被害

対策実施隊員というの、恐らくその地域の方々が中心

にやっているんでしょうけれども、これはやはり甲府

市内まで広げていただいて、平成２８年から実施する

ということですので、そうしないと、やはりマンパワ

ーの不足というのが考えられます。 

特に中山間地域については高齢化が著しく高くな

っていくということになれば、やはり高齢化でマンパ

ワーが減っていって、さらに被害想定から先ほど算出

した捕獲頭数までも目標まで達していないというか、

あまり頭数が増えていないということ、それから、被
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害額が反比例して少なくなっているという逆転現象

というのは、被害を報告する人は離農してしまって、

加速度的に耕作放棄をしている可能性が大きいとい

うふうに思っています。本市でもそこに気がついて、

先ほどありました、この補助金等を出して、しっかり

離農しないような形でこの補助をかけているんだと

いうふうに思うんですけれども、やはり実際に本市北

部の山つきの耕作地を見に行きますと、果樹がなりっ

ぱなしの放棄地とかが目立っています。 

少ない田畑もトタンとかで囲って、被害に遭わない

ようにしていたりして、あと、農家にこの話を直接聞

きますと、やはりかなり苦労されているという、これ

は私もフィールド調査しまして、何人かにたまたまお

会いができてよかったんですが、聞きますと、そうい

うことをお話しされています。 

今後の心配というのは、本市この山つきの耕作放棄

地が、先ほど言ったように、果樹なんかのものが増え

たりしますと、えさが多くなるということ。 
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誰も管理をしなくなりますので、周辺地域の南アル

プス市とか、山梨市が今非常に悩んでいるサルですね。

サルが集まる被害というのも大いに懸念をされます、

今は見るとか、見かけたとかということが多くなって

いますが、人的被害が少ないということは幸いです。 

目撃数の増大の確率で予測すると、いずれの日にか山

からおりてきて、被害が発生するんではないかという

ことが予測されますので、どうか鳥獣被害対策実施隊

員等については増やしていただいて、駆除頭数につい

ても増やしていただく対策を行っていただきたいと

思います。 
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8、「６款２項 林業費２目林業振興費、昇仙峡の 

松くい虫被害対策事業費負担金について」 

平成２７年度については、先ほどありましたように

２８１本の松の幹に防除剤を入れて、総伐倒数が  

７９８本だというのはお聞きさせていただきました

けれども、この補助事業、単独事業を合わせて   

１，７００万円余で、現在の昇仙峡の対象地域につい

て、松くい虫の被害が完了したかどうか。完了できな

いのか。先ほどの話ではできていないというお話をお

聞きしているんですが、今の全体に対する進捗状況と

いうのをちょっとお聞きしたいのですが、平成２７年

度についてです。 

◯小林農林振興室長  

私も昇仙峡のほうの松が随分枯損をしているとい

うようなことを目の当たりにしております。１日も早

くこの対策を拡大していかなきゃいけないとは考え

ております。しかし、非常に広範囲にわたっておりま

して、先ほども少し説明が不足しておったかもしれま
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せんけれども、所有権といいますか、県有林とか、  

国有林とかというような所有形態によるそれぞれの

管理主体というものもございます。そういう面では、

私のほうも、甲府市のほうで対象とさせていただいて

おりますのは、市有林及び民有林ということで、さら

に計画を立てて、その計画の範囲の中での防除対策と

いうようなことでの対応をさせていただいておりま

す。山梨県のほうの、あるいは、隣接する市町村のほ

うへも、広域的な取り組みをしていかないと効果がな

いと認識をしておりますので、引き続き国や山梨県、

あるいは、隣接の市町村のほうへも連携した対策のほ

うを依頼していきたいと考えておるところでござい

ます。 

 以上です。 

◯佐野委員 

ありがとうございました。 

それでは、２点要望させていただいて終わりたいと

思います。 
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まず、長沼委員もおっしゃっておりましたけれども、

観光に資する財産であるということなので、昇仙峡の

観光入込客数を調べますと、平成２６年度からプラス

１万３，０００人余の増加です。これは４４万   

１，５６４人というふうに増加していますし、山紫水

明とか、黒松ではないので言葉が妥当かどうかわから

んですけれども、白砂青松というふうにも昔から言わ

れておりますように、これはやはり失ってはならない

ものだというふうに思います。観光資源保護や災害対

策としても、やはり山梨県、国へ働きかけて、増額し

ていただいて、どうか対策に努めていただきたいと思

います。 

もう１つの要望ですけれども、民有林、それから、

市有林について、昇仙峡の地域についてはそういう形

で対策をとられているというのは確認ができたんで

すが、例えば、近隣地の千代田湖周辺とか、ああいう

ところは、実は真砂土の上に生えているような状況で

ありますので、これが枯れてしまうと、枯死すると、
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地滑りなどを起こしやすい場所などの木についても

やはり対策を行うべきだというふうに思います。 

今年は雨とか台風なんかも多いですし、枯死してい

る木というのはやはり災害を誘発するおそれもあり

ますので、まず、昇仙峡の辺であれば、遊歩道近くの

木の確認というのは重点的に行っていただいて、この

周辺地域についても、危険なところはやはりちょっと

確認をしていただくのもぜひお願いをしたいという、

これは要望にして、以上、２つ質問を終わります。 

 以上です。 
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9、「７款 商工費１項商工費２目商工業振興費、企業

誘致策、甲府市産業集積促進助成金と甲府市企業誘致

条例による奨励金の交付について」 

平成２６年度はゼロ件だったものが、景気回復など

の好影響で、平成２７年度にはそれぞれ１件ずつの交

付を受けて、企業誘致が進むということ、できるとい

うことは喜ばしいことだと考えます。 

そこで、質問をします。まず、１点目です。この２

種の交付金それぞれに、問い合わせを含めて何件のエ

ントリーがあったのかお答えをいただきたいと思い

ます。また、惜しくもＮＧになってしまった理由など、

押さえているようでしたら、それについてもその理由

をお聞かせください。 

◯土橋産業立地課長  

昨年度具体的な支援の相談がありましたのは、大津

町の南部工業団地に立地いたしました株式会社沖セ

ンサーデバイス様、そちらが１件具体的な相談があり

ました。その他、電話等の相談は数件ありましたけれ
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ども、具体的な相談には至っておりません。 

 以上です。 

◯佐野委員 

ありがとうございます。このような形で交付金、補

助をかけるというのは、やはり企業にとっても、誘致

をするという上では非常にメリットがあると思って、

この甲府市を選ぶんではないかというふうに思って

おります。今お伝えいただいた、株式会社沖センサー

デバイスさんが来られたということは、大きな会社で

すから、それに伴う共営会社さん等も来られる可能性

もありますので、引き続き周知と、それからアナウン

スをしていっていただきたいと思います。 

２つ目です。先ほどありました、この１件ずつそれ

ぞれの企業について、助成金、奨励金の交付要件等を

お示しいただいて、それぞれの企業の土地、広さや規

模などが出せるんであればお示しをいただきたいと

思います。 

また、あわせて、それぞれの、先ほど１件は大津町
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ということだったですが、もう１件、大体の誘致場所

についてはどのあたりなのかお示しいただきたいと

思います。 

◯土橋産業立地課長  

企業誘致に関する支援ということでございますけ

れども、甲府市企業誘致条例に基づくものが１件、こ

ちらは敷地面積３，０００平米以上、延床面積１，０

００平米以上、常時の雇用を従業員２０人以上などを

要件としておりますが、その要件を満たした企業に対

して、固定資産相当額を３年間支援するものでありま

す。 

この要件を満たしまして西下条町の南部工業団地

に立地いたしました富岳通運ロジステックス株式会

社様においては、土地２万１，５３８平米、延床面積

１万７，６３２平米など要件を満たしておりますので、

２年目の交付をいたしたところでございます。 

 そして、甲府市産業集積促進助成交付金要綱に基づ

くものでございますが、やはり１件ありまして、土地
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取得費を除く投下固定資産額５億円以上、常時の雇用

者１０人増加などを要件としております。それを満た

しました企業に対し、投下固定資産額の２％以内で支

援をするというものでございますけれども、該当いた

しました甲府市上条新居町の山梨積水株式会社様、こ

ちらのほうに、そちらの土地を除く投下固定資産額で

ございますが、約３２億６，６００万円になります。

そういったふうに要件を満たした会社に対して支援

をしております。 

なお、この件に関しましては、自社所有地で増設し

たということでございますので、支援額は２％でなく

１％以内ということで、平成２７年度の金額となって

おります。 

 以上でございます。 

◯佐野委員 

ありがとうございます。 

私も本会議で述べさせていただいたんですが、商用

地に使う場合も、それもそれで結構なんですが、やは
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り企業体として物をつくるとか、それから運輸関係と

いうのはこれずっと永続的に続くものでありますの

で、こういう優良企業さんに、いわゆる世間的に言う

投資をして、そして、永続的に本市に固定資産税、そ

れから、本社機能があればそういう形で税収、増収が

見込めるというような、こういう施策は非常にありが

たいなと思っております。 

ただ、もともと既存のところを増やしたと、あと、

あるいは、本当に大きな会社さんが自前でインフラ整

備等も含めながらやっているということをうかがい

知れるようなお話でしたので、そういう企業に限られ

てくるとなると、なかなかほかのものというのはそれ

より規模が小さいところについては誘致先として選

ぶかどうかというのは、またちょっと考えものだなと

いうふうには思っておりますが、非常によい政策であ

ると思っております。 

それでは、次に３つ目でございます。関連して、甲

府市工場用地等情報提供事業への平成２７年度市民
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の皆さんからこの使ってほしいみたいとかですね。そ

の用地の情報など、情報提供数と提供者数というんで

すかね、をお示しいただきたいと思います。 

◯土橋産業立地課長 

甲府市工場用地等情報提供事業の利用者でござい

ますが、平成２７年度の情報提供数でございますが、

ゼロ件でございました。 

 以上です。 

◯佐野委員  

ありがとうございました。これは先ほどは企業がこ

の甲府市へ来ると、それに対しては、やはりそのベー

スとなる工業用地というか、どこへ行っていいかとい

う、今度行先だと思うので、この３点については、や

はりうちの企業誘致には非常に重要な政策だという

ふうに思いますので、どうか進めていっていただきた

いと思います。 

市税を増やすには固定資産税増収を目指して、また、

助成金要綱にもあるように、本社機能の移転を目指す
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ことはすごく重要だと思っています。非常に重要な政

策であり、効果の高い施策だと考えますけれども、企

業側としたら、先ほども何度もお伝えをさせていただ

いておりますけれども、土地を自分で探す手間という

のは省きたいのが、これはどこの企業も考えることだ

と思います。区画として土地が用意されているほうが

用地選定をしやすいんではないかなと思っています。 

また、土地種別の変更も、この甲府市工場用地等情

報提供事業実施要綱を見ますと、物件所有者と立地希

望者が直接交渉ということですね。あとは、物件所有

者が交渉希望のある場合、市に対して申し出るという、

ちょっといわゆる民民同士でこれどうですかという

ような、最終的にはそんなような形になってしまうと、

やはり企業というのは経済企業体ですから、基本的に

は一刻も早く、例えば生産を開始したいんであれば、

ちゃんとしているというとことかという言い方はお

かしいんですけれども、整備が整っている場所を早め

に探して、そこへ企業としては早めに誘致、立地した
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いということを考えるだろうと思いますので、ぜひこ

の辺については、土地種別変更所有者と直接行うこと

とか、インフラ未整備などの煩わしさから敬遠されて、

他市へ決まってしまっては、せっかくこのようなよい

政策を打っていることですので、増収、税収に対して、

これが遠のいてしまうということにもなりかねない

と思っていますので、便宜などを図りながら、企業ニ

ーズや土地所有者の意向も今後はよく調べていただ

いて、しっかりした形で、企業がここへ来やすいとい

う体制をつくっていっていただきたいと思います。こ

れは要望で終わりたいと思います。 
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10、「７款 商工費１項商工費２目商工業振興費、ジ

ュエリー関連店舗等を甲府中心市街地に集積させる

ための拠点店舗リノベーションについて」 

本会議でも質問させていただいたんですけれども、

まず、ジュエリーに特化して中心市街地の活性化に寄

与させるということを目的に、このエリアを切って、

そこの中に集積をさせているということは承知をし

ているんですけれども、本会議でも質問しましたとお

り、一体どこに何を、どんなようなものを売っている

かという、こういうものがなかなかわかりづらいので、

できればマップ等を整備して、あわせて、エリアを決

めたわけですから、その中にどういう店舗があるかと

いうのは、もう観光客さんとか、県外、市外から来ら

れる方にもやはり周知をするべきということで質問

させていただいて、このマップ等の作成はいかがかと

いう、このような質問をさせていただいたんですが、

平成２７年度中にはできたのでしょうか。 
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◯樋口観光商工室長 

マップにつきましては、甲府駅に降り立った方が中

心街に遊びに来られる、あるいは、ホテルに泊まった

方が中心街に何があるかわからないというような状

況の中で、去年、ジュエリーやクラフトの集積エリア

というものを決めさせていただきました。そのエリア

に集まるジュエリーやクラフト系の店舗、それだけで

すと買い物の方たちがどんなところでお休みができ

るかというところも含めまして、昼間やっている店舗

等を集積したマップをつくらせていただきました。同

じ内容で２種類つくっておりまして、散策される方が

見やすい大きさということで、日本語版を１万部、も

う１つが、中国語と英語版で１万部をつくりまして、

甲府市観光案内所、あるいは、ホテル等に配付をさせ

ていただいたところであります。 

 以上です。 

◯佐野委員 

ありがとうございました。外国語も対応ということ
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で、観光振興事業の中でも年間案内人数という、甲府

市観光案内所の運営の中でもやはり外国人が増えて

いるというのは数字上でも上がっていますので、甲府

のブランドであるジュエリーを外国の方々にも周知

するというのは非常にありがたく、そして、重要なこ

とだなというふうに思っています。新しく観光案内所

等ができましたら、またそこへ配置をしていただいて、

現状もそんな形で配布をしていただいて、購買意欲を

高めるような施策として周知をしていっていただき

たいと思いますので、非常によい施策だなという、激

励をして、終わりたいと思います。 

 以上です。 
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11、「８款 １項５目、都市計画道路、城東三丁目敷

島線整備事業について」 

都市計画道路は２位ということで、この平成２８年

度にも７７８万円という当初予算を組まれている、こ

ういう、いわゆる先ほどのものより全然この実現性と

いう言い方はおかしいですが、進められる頻度は高い

ものであるというふうには認識をしておるんですけ

れども、平成１７年度、平成１８年度と、この自治会

に説明会があったんですが、実際に私も３年前の予算

特別委員会で質問をしまして、その年にやはり説明会

を自治会長さんのほうにはしていただいた経緯も承

知をしております。 

ただ、それ以後、城東通り、あちらのほうもなかな

か先に進まないという状況、それから、反対にこの２

路線が先に工事が進むという、都市計画道路は順位が

決まっているんですけれども、そんな形でこの順番も

変わったりするという場合も多々あるというふうに

認識をしておるんですが、先ほど長沼委員の言われて
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いたことは、本当に私も大いに同感なところでござい

ます。だんだん高齢化もなってきている。 

それから、承知をしていて、家の建て替え等もでき

ないという方、これは私の住んでいる地域の伊勢地区

にも多くいらっしゃって、金丸委員も質問されている

案件でございますが、ぜひこの平成２７年度でどこま

で２位の位置づけにあるこの伊勢工区がどこまでま

ず進んでいるかと、これを１点お聞きしたいというふ

うに思います。 

◯石原都市計画課長  

都市計画道路の御質問にお答えいたします。 

まず、都市計画道路の整備プログラムということで、

都市計画道路につきましては、委員御存じのとおり、

整備順位１位、２位、３位、４位が先ほどお話しした

とおり４路線あります。この順位は変わることなくこ

の順番で施工しております。そして、１番の路線、和

戸町竜王線の中央四丁目工区を甲府市で施工してお

るんですけれども、そちらのほうを平成３２年までに
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完成施工するという予定で今鋭意進めているところ

でありますので、優先順位２位の城東三丁目敷島線の

伊勢工区につきましては、その整備が完了してから着

手するというふうに考えております。 

そして、平成２７年度の状況ですけれども、平成２

７年度はこの伊勢工区の概略設計と予備設計という

ものをさせていただきました。概略設計を行うことに

よりまして、今年度、平成２８年度にそれをもとに道

路管理者、交通管理者、鉄道事業者さん等々と今協議

を進めているところであります。 

 以上です。 

◯佐野委員 

承知しました。進捗が確認できたことについては、

地元にお伝えしたいというふうに思います。いずれに

いたしましても、先ほどの長沼委員の質問の中であっ

たように、やはり地域ではその部分についてはなかな

かわからないところがありますので、できれば周知、

それから、今の現状の進捗ということで、何かしらの
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方法で、自治会連合会長さんのみでも結構だと思うの

で、お伝えをしていただければ皆さんが安心するでは

ないかなというふうに思います。この質問は以上にな

ります。 
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12、「８款 ３項都市計画費６目公園費動物園整備、

遊亀公園について」 

私のほう、周辺整備というよりは、システムについ

てちょっとお聞きをしたいというふうに思います。以

前、２年ほど前の本会議で質問させていただきまして、

先ほど入場者も多くなってきた、それから、だんだん

認知も高くなってきて、皆さんも通ってくれるように

なってきたということ、それから、動物もいろいろな

形で取り上げられたりして、これはニュースになった

り、この育みという点についても非常に御努力をされ

ているということは承知をしております。 

ただ、この本会議でも質問させていただきましたけ

れども、動物園頭数に対して圧倒的に獣医さんの数が

少ないと。外部委託をして、１名の獣医さんが一生懸

命御努力をされているのは、私も行かせていただいて、

見せていただいたんですが、この獣医さんの増員につ

いては、本会議の中で前建設部長さんが鋭意検討され

るということをお聞きしたんですけれども、平成２７
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年度、この辺の検討についてと、それから、獣医の補

充についてどうなっているか、ちょっとお聞きをした

いと思います。 

◯石川公園緑地課長  

獣医についてでありますが、１人職員の獣医が専属

でいまして、もう１人は民間の獣医さんを現在委託で

お願いをしていまして、本市の獣医が１人でできない

ときとか何かに力をかりて、動物の健康管理を行って

おります。今のところ、本市の動物園に対して獣医を

増やすというような計画はないんですが、新しくする

ものにあわせて、動物が格段に増えるということはな

いと思うんですけれども、必要があればまたそういう

ことも検討しなきゃならないと思っております。 

 以上です。 

◯佐野委員  

ありがとうございました。ちょっと聞き方が悪かっ

たというか、今年度２名募集をされているというのは

承知はされていますか。よろしくお願いします。 
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◯佐野委員  

平成２７年度については、まあこの検討はされない

ということはお聞きをさせていただきました。その中

でも、頭数に対しての獣医さんの数が、全国的に見て

不足ということ。それから、本会議でもこの御答弁を

いただいて、検討されるということで、今後検討され

る御予定はあるかどうか、お聞きしたいと思います。 

◯石川公園緑地課長 

獣医につきましては、今行っている整備計画を十分

に検討しまして、リニューアルに合わせて職員体制の

検討も新たに考えていきたいと考えております。 

 以上でございます。 

◯佐野委員  

ありがとうございます。リニューアルと合わせてこ

の検討もされるということですので、どうか動物を育

むという１点でこの検討をされていっていただきた

いと思います。 

 以上です。 


